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くCD14に対するlipid A類縁体の結合能＞

CD14に対する各種lipid A類縁体の結合能をBiotinで標識したLPSとの競合阻

害で確認した。 LBPと同様、 動物種の特異性を検討するため、 マウスおよびヒュ

ーマン由来のCD14を用い、これらをプレー トに固相化した。 mCD14において、

Biotin-LP$の結合が50%阻害されるlipid A類縁体の濃度、 すなわちICs。を比較

すると、506はlipid IVaのおよそ20倍となり、516は 40倍、 すなわち、 結合の

強さはlipid IVaが最も強く、次に506そして516の順となった。 エンドトキシ

ン活性はマウスの系において506とlipidIVaでほぼ同等であり、次いで516の順

であることから活性と結合能の関係を比較すると、 mCD14との結合能も506と

516では活性と結合能の強弱に相関を認めた。 一方でlipidIVaの活性は506と同

等であるにもかかわらず、 mCD14との結合能はlipid IVaが最も強かったことか

ら、 活性と結合能の強弱に相関を認めなかった(Fig.10)。
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